20171203レムナント教会２部
深められる感謝（Ⅱサムエル7:22-29）
救いの祝福が絶対だということを言いました。イエスを信じるようになった皆さんが救われたことは確かです。私たちが救われた人ならば、他のことをやる以前に、まずこれを先にしなければなりません。自分自身が、自分を祝福する時間を必ず持たなければなりません。無条件、そうしてください。それは条件、環境、状況がどうであってもやるべきです。失敗したときも、皆さんが、皆さん自身を祝福してください。しかし、それがなかなかできません。それでその時間を別に持つのが重要です。私はどのようにしても「聖餐の告白」の中でこれをやろうとしています。イエス様の十字架の前で私を発見することです。2018年度の私たち教会の主題となります。キリストの前で私を発見すると、私は神様の子ども、神様の祝福されたものです。あなたがたのように主の祝福を受けた者がどこにいるのかと言われています。ですから、私は、自分自身に向かってこう言います。滅びるべき私は、十字架とともに死にました。いまはキリストが私の中にともに生きるものになりました。私は神の神殿と呼ばれる、聖霊が内住している者です。神様が父であるイエス様が私の中に。イエス様が私の内に。ですから、神様とともに一つになるようにしてください。そのようになった私だと告白します。だから、イエス様のことができる私です。そして、最後には、イエス様の名によって悪霊を追い出すことができる私。イエスの御名で病んでいる者に手を置くと病んでいるものがいやされる私。また、蛇とさそりを踏みつぶすことができる権威ある私。それが私です。また、キリストのからだである教会、それが私です。あなたはそういう人だよと言って、自分を祝福することです。足りない部分、間違った部分がありますが祝福してください。

どのような格好で歩んできたとしても、このように祝福すべきです。私がこのように自分を祝福することを信仰といいます。このように私を祝福することは、イエスがキリストだと告白することです。このようにしなければ先に入った闇が出て行きません。私に対する違う私がいるからです。それに勝つことができません。それは闇の中にいた私なのです。ですから、それを送り出してそれに負けないためには、自分自身を祝福することが必要です。私はこういう人だということを知るだけではなくて、実際に口を開いて告白することです。どれぐらいまでやればよいですか。それは条件、環境、状況と関係なく、無条件、自分が幸せな者だなということが感じられるまでです。私は世の光と呼ばれるものです。私はイエス様と同じ王のような祭司と呼ばれる驚くべきものです。皆さん自分自身をこのように真実に祝福した時がありますか。これが本当にあるのだったら、私の残りの人生はイエスの証人としてミッションの人生を歩むことです。世界福音化ができる、47都道府県に弟子を立てて教会を建てることが十分にできる人です。いまはもうなにを飲むか食べるか心配せずに、神の国のために生きる存在となりました。悩み、思い煩い、不平不満、動機などは私と関係ないと言える人になりました。私は縛られることはなに一つありません。非難する相手がありません。なにも争うべきものもありません。どうしてでしょうか。こういう人だからです。私は伝道のために人生を生きるものです。その伝道は誰も止められません。良いこと、悪いこと、悲しいこと、全てが答えです。私が気にして喧嘩することなどありません。私がそういう人であることを、朝目が覚めたら、実際的に口を開いて自分を祝福することです。うまくやろうとしないでこれをやってください。問題を解決しようとしないでこれをやってください。これが皆さんのたましいに深く刻まれるときに悪霊が離れていきます。どうしてでしょうか。イエス・キリストが私たちをこのように救ってくださいました。皆さんが自分自身を祝福しなければ、皆さんがイエス・キリストの十字架を確かに告白しないことです。単純なことではありません。これをやらなければ、サタンにやられるようになります。信仰は、「信じます」が信仰ではありません。静かに、また真実に自分自身を祝福することです。どれほど感謝なことでしょうか。ダビデは神殿建築の秘密を知るようになりました。その前でもダビデは感謝する人でした。ですから、神殿を主のために建てますと言ったのです。神殿建築の奥義を正しく分かるようになりました。私が主のために生きるのではない。神様が私のために生きてくださる。このような福音の深い奥義を分かるようになりました。そして、主を賛美して感謝する内容です。この奥義を知れば知るほどその感謝は深められるわけです。皆さんが福音を知れば知るほど感謝だけでなく、その感謝が深められる感謝となります。

まずは私たちには救いの感謝があふれることです。救いの感謝はどこから始まるのでしょうか。到底希望のない自分自身を見るところから始まります。罪によって死んでいた私たちです。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生きていきます。サタンの奴隷になって人生を歩むようになります。生きるということが、サタンについて生きるようになります。基本的に、どのように生きたとしても神様に御怒りを受ける生き方をするしかありません。まじめに、誠実に生きる、それは私たちの基準です。また、成功した、めちゃくちゃに生きる、それも私たちの基準です。人間は基本的に成功して神様を怒らせます。また、まじめに生きながら神様を怒らせます。失敗をしながら神様を怒らせます。神様を怒らせ、神様の怒りを受けるところからは自由になれません。それが世の習わしに従って行くということです。結局、どうなりますか。死んでさばきを受けるようになります。死ぬ前に、死の奴隷になって生きるようになります。これが私です。この中でちょっと私は勉強ができる、ちょっと勉強できなかった、そういうことです。これをもって私は法律を守った、あなたは守っていない、としているわけです。これをもって私は人に認められているけれど、あなたはバカじゃないと言っているのです。神様の前では、神は笑ってしまいます。けれども、サタンはそれを利用します。それで無視されると、胸に大きな傷がつきます。そして、まっ黒な自分自身を作ってしまいます。イエスを信じても、そこからなかなか出られないくらい、たましいにそれを刻印させてしまいます。神様が語ります。傷を受ける資格すらありません。考えを正しくしてください。傷とか、人が私をどう思うかという考えが浮かぶたびに、本当にそれはサタンがやることなので、私はそういう資格すらないから、すべてそれを退けてください。私は絶望なのです。このように私たちは、自分の傷と誤解の中で歩んでしまいます。

ですから、答えは一つしかありません。私たちの希望はOnlyキリストだけです。神様がそのように約束しました。そして、その約束が成就しました。わたしが道、いのち、真理なのだと。イエス様がそのキリストです。他の道などはありません。ただキリストのみが希望です。人々に評価されることが希望ではありません。また、福祉制度がよく整備できている、それが希望ではありません。その学校をなくそうということが決まるかもしれません。それはもちろんやるべきことです。そのような決定をするから希望があって、それをしなかったら希望がないのですか。皆さんが救いの感謝をするということは、Onlyキリストに答えを得ることです。他の道がないということに対して、皆さんたくさん考えなければなりません。本当に他の答えがないのだったら、他のことで傷ついたりすることは違います。いま崩れていますか。いま本人の考えが絶望ですか。その場からキリストを握ってください。それはキリストを握りなさいという神様の配慮です。それをもってよくやった、やってない、そういうことではありません。けれども、周りもそう言います。こうしてはいけない、もうちょっとこうしなさい。やっぱりだめじゃないか。そういう言葉はすべて偽りです。こうしてもできない、ああしてもできないわけです。Onlyキリストのみです。ですから、それ以降を知っている者はこの告白をします。この世に他の救われるべき名は与えられたことがありません。この救いは神様がプレゼントとしてくださったものです。なぜなら、私が絶望的だからです。神様はこの世を愛してくださり、ひとり子をお与えになりました。それを信じる者が滅びに至らずに、永遠のいのちを得させるためです。他のものは要求していません。プレゼントなので、そのことばをひっくり返すと、信じるということです。イザヤ55：1、エペソ2：8、ローマ10：13、聖書をよく探してほしいと思います。神様の恵みでプレゼントとして与えられました。それを信じると救われます。ですから、私たちと関係なく、値なしでプレゼントとしてくださったのでどれほど感謝でしょうか。キリストしか道がありません。イエスがそのキリストです。信じる瞬間、この絶望的な私はキリストともに十字架で死なれ、皆さんが自分自身を十分祝福するものになりました。それで救いの奥義を感謝することがすべての感謝の始まりです。この感謝が正しくできなければ、残りはすべて間違ってしまいます。まだ是是否否のところに走ってしまいます。できるできない、うまくいったいかない、いつもこうなります。そういったことはもう関係ありません。そういったものは、あなたたちは知らなくてもよいと言われています。この救いの祝福に感謝して味わうところに集中してください。

2017年度、皆さんの天命を発見したでしょうか。その発見された天命が十分まっとうできる自分自身を発見してください。本当に正しく発見されるなら、私は何も気にせず、崩れたところにいるとしても、刑務所の中にいたとしても、四方八方から囲まれたとしても、祈りにひたすら専念するものになります。それが私たちの祝福です。救いの感謝があるものは、その感謝がどんどん深められます。使命がなにかの負担ではなくて、それが感謝となります。ダビデは神殿建築の奥義を知りました。主のために私がその使命を全うしますと。しかし、この世の中を生かす、それは神様の働きであることを分かったのです。神殿建築という言葉として確認しました。イエス様は、ペテロにこう言います。わたしがわたしの教会を、わたしの岩の上にわたしが建てよう。使命は神様の働きです。マルコ16：26でこう言います。御座にいらっしゃるイエス様が、弟子たちとともにして、しるしとしてこのことを成されるようにしました。ですから、神の働きです。この神の働きの使命を私たちに全うさせてくださいました。ダビデは神殿建築のために確認しました。私が主のために使命を全うするのだと思っていたが、主が私のためにやってくださいました。合っていますか。Ⅰペテロ1：12、こういう言葉があります。御使いたちもそれをはっきり見たいと言いました。私たちが救われたこと、この使命を全うすることは、御使いたちもそれをうらやましがることです。御使いたちに任せずに私たちのためにくださったわけです。これが深まる感謝です。私が主のために生きる、それは合っている話です。しかし、そこにとどまっていてはいけません。もちろん献身、使命を全うすることは、主のためにやることであっています。人のためにやることではないでしょう。そういった意味では合っています。しかし、主が私の助けとか私の献身が必要なわけではありません。私が使命を全うしなければ、神様に問題があるから私がやってあげるのではありません。神様が私をとても大切に思ってくださって、その使命をくださったのです。その使命がとても大切なものなので御使いにもあげないで、イエス様が本当に血を流し、神様の子どもになった人に渡しました。御使いたちは、この私たちの使命のために助けるようになります。使命は、神様が私たちに渡すために呼んでくださったことです。その使命を全うできる存在として造りました。宿題を渡して、これをやってということではありません。この祝福を分かりますか。私たちの中に来ました。この使命はやることではなくて、味わっていくことになるように私たちを呼ばれ、造って、働いてくださいます。その時刻表をすべて動かして、人の心を飢え渇くようにして、事件を作り、出会うようにし、私たちの口を通して福音を伝えるようにして、そのことを通して祈りをさせることにして、必要であれば奇跡も御業も与えられ、悪霊も追い出しました。これは神様が私のためになさってくださったことです。ですから、感謝なのです。
パウロはこう告白します。月足らずで生まれた私を忠実な者として見てくださって。事実ではありません。ただそのようにしてくださって、それで使命の道を歩むように私を導かれました。使命の中で生きることがどれほど大きな感謝なのか。私を救いだしたまま放っておかないで、肉と欲のために生きるまま放っておかないで、本当に光のように意味ある人生を歩むようにしてくださいました。神様が私のためにしてくださったことです。主のために何かを一生懸命歯を食いしばってやるようなことはしないでください。神の働きなのですが、私たちを同労者として呼んでくださいました。ヨハネ14：12、使命はイエス様の働きです。イエス様のみができることです。それを私たちと一緒にやります。マタイ5：13-14では、世の光と呼んでくださいました。Ⅰペテロ2：9、王のような祭司と、イエス様と同じような名前を付けてくださいました。これはどういう意味ですか。使命をくださって、神様とともにその働きができるようにということです。イエスを信じているのに伝道に対する気持ちがない。それは間違ったぐらいではなくて、かわいそうなことです。本当にこの救いの感謝があるのかを質問してみるべきです。感謝がまったく深められていないことです。ダビデは救いの感謝のことで神殿を建てました。どれほどきれいな心でしょうか。しかし、神様が神殿は私が建てることだとおっしゃいました。その奥義を知ってから、ダビデはもっと深められる感謝ができました。この感謝ができるとすべてのことが感謝になります。使命が感謝できるものには、全てのことが感謝です。私の弱さすら感謝になります。使徒1：7-8、植民地の状況です。また、ホームレスのような人ばかり集まっていました。つまり、力、背景、権力などない者たちです。それが逆に感謝となることです。Ⅱコリント書では、ダビデには不思議な病がありました。人たちが見て分かる病です。ガラテヤ書でも言います。あなたたちは私の病を見て分かるのに、私は病のせいにしないで私を見て喜んでくださったのではないのか。このために神様に祈りました。それが神様の恵みであることがわかりました。この部分に感謝が深められる人は、自分が病んでいることすら感謝できます。すべてのことが感謝です。Ⅱコリント12：9も同じです。私の弱さを誇ります。皆さんの条件がよくない、弱さがあることで泣かないでください。また、言い訳したり不平不満を言わないでください。キリストの力が私に完全になる祝福であることを知ってください。苦難すらも感謝です。ここまで行かなければなりません。信徒たちが捕まって打たれてから戻ってくる時です。前にも話しました。その時代に打たれることは、簡単に打たれることではありません。本当に半殺しされるぐらいです。戻ってくるときに何と言いましたか。福音のために打たれたことも許されて感謝します。私は打たれるくらい認められた、そのことに感謝したことです。神様が知らないで許されることはなに一つありません。その苦難も感謝することです。ローマ5：3-4ではこう言います。私たちはこのような驚くべき祝福を受けました。苦難もともに受けるべきです。その苦難は私たちを作っていく祝福なのです。忍耐を作ります。ですから、いつも言います。事実は嘘です。霊的な事実を知らないで知ることはすべて嘘です。そうなるとその事実の奴隷になります。ただ悪いことは悪いこと、悲しいことは悲しいこと、そこに縛られてしまいます。しかし、霊的な事実を知るものは感謝するようになります。それで悪魔が両手を上げて離れます。その苦難すらも感謝だとなるので。ピリピ1：18、使徒16：6-10、これ以外にも多くあります。私たちは条件がよくない、弱さが来ると悲しもうと思って準備をしています。なぜでしょうか。それは救いの感謝によって、使命の深い感謝がないからです。そうなると一生、それにすべてつられて歩むようになります。過去の傷に捕らわれたり、現実の問題に引っ張られたり、未来の不安に引っ張られたりします。それはクリスチャンの姿ではありません。ですから、様々なことはすべて置いて、感謝してください。感謝とともに皆さん自分自身を祝福することです。これは祝福しなくちゃといって、それでできることではありません。時間を具体的に持つことです。時間を具体的に決めて、口を開けて開いてやることと、ただ頭でわかったとなることとは違います。ただわかっていると言って、それだけで終わらせてしまうのです。それは人間がなにか分からないからです。たましい、霊に、いま他のことでいっぱい満たされているのです。頭でわかっているものが、私を動かすことができません。世の中の言葉、無意識の世界の中に刻まれているどおりに動いてしまうのです。聖書には、たましい、霊の中に刻印されているものよって動かされるとあります。その部分は、時間を作って、繰り返し繰り返し続けて刻印しなければなりません。知ることで終ってしまったらまったく変わりません。ですから、時間を作らなければなりません。医学的には、朝目覚めたとき、夜寝る前の時間がいちばんよいと言っています。知ることを皆さん自分自身にずっと語り続けてください。間違った言葉、真っ赤な嘘でも2500回聞くと本当に変わります。それでマインドコントロールなどをやる理由がそれです。2500回でそうなります。傷などは2500回くらいではないでしょう。一生何回も考えたでしょう。そこに光が照らされなければなりません。みことばが光であることを信じてください。神様の恵みによってイエスを信じ救われました。神様のみことばを続けて繰り返し刻んでください。感謝ができるくらい。苦難すらも感謝です。どうしてですか。私たちが救いの感謝、まことの伝道の感謝があるならば、良いことを感謝することは簡単です。弱さ、苦難すらもよい働きを成さることがわかるからです。ですから、聖書には、全てのことを感謝しなさいとあります。Ⅰテサロニケ5：18、選んで感謝ではなくて、全てのことに対して感謝です。すべてのことが使命のための神様の答えです。ローマ8：28、すべてのことを働かせて益としてくださいます。私が傷を受け大変な過去を持ったことは感謝です。また、他の人たちと違って精神科のお世話になったことを感謝してください。すべて働かせて益としてくださるために許されたことです。ピリピ4：13ではこう言います。私に力をくださる方によって、すべてのことができます。どういうことですか。すべてが答えだということです。私はひっかけて転ばすものは何一つありません。人が私を認めても、認めなくても、私を転ばすことなどできません。刑務所の中にいても、外にいても、それが私を倒すことはできません。お腹がすいても、お腹がいっぱいでも、そこで私が倒れることはありません。そのすべてのことが私の益となりますから。すべてを働かせて益としてくださいます。皆さんが、ここまで感謝すべきです。このように感謝ができる存在として変化されたことに対して感謝してください。

いつも質問してください。私は福音を正しく知っているのか。本当に福音が何か。福音が本当に何か分かるように祈ってください。終わりがありません。知れば知るほど私中心であることが、神様の中心へと。事実中心なことが契約中心に変わる。それは私と事実に対して解放されるということです。また、いま皆さんの現在、感謝がどうなのか整理してみてください。そして、神様の恵みによってまことの感謝、深められる感謝になってください。正しい感謝の人になれば、必ず使命の人として決断するでしょう。神様は救いという驚くべきプレゼントを渡されました。それと同じです。驚くべき使命というプレゼントをくださいました。それが感謝で使命を決断することです。ホームレスのような私を、月足らずで生まれた私を、今の私の中では暗いものが私を引っぱりだしている私を、忠実な者として神様がそのようにすべてを作って、イエス様と一緒に同労できるプレゼントをくださってとても申し訳ございません。感謝な思いで残りの人生、使命でいきます。これが感謝する者です。なにかをちょっとやったからといって、それは違います。とても申し訳ない思いになることです。神様がすべてなさったのですから。そこに私のために入れておいたことです。それが私についてくるわけです。それを自分がやったかのように誇るのでしょうか。主の御名が栄光をささげることを願います。私がこの場にいて、この場が用いられることがとても感謝です。ダビデはこのような感謝をしました。
（祈り）
神様に感謝をささげます。私たちの感謝を回復させてください。悪魔が震えるしかない感謝の場に立ちますように。使命をとても感謝できるようにしてください。いつも自分自身を祝福するすばらしい人になりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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